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12 月

県内77市町村の精鋭がタスキをつなぎ、初

冬の“みちのく路”を駆け抜ける「第２回市

町村対抗県縦断駅伝競走大会」（ふくしま駅

伝）が11月25日、白河市から郡山市を経て福

島市までの14区間、101kmのコースで行われ

ました。

その結果、国見町チームは日頃の練習の成

果を十分発揮し、町村の部で第15位、総合第22

位と、見事な成績をおさめました。



町政懇談会

地域の声を町政に反映
～大枝地区町内会を皮 切りに11 会場～

平

成
二

年
度
の
町

政
懇
談
会
は
。
十
一

月
二
十
二

日
の
大
枝

地

区
町
内

会
を
皮

切
り
に
十
二
月
十
一
日
ま
で

町
内
十
一
会
場

で
開

催
さ
れ
、
町
内

会
長
さ
ん
を
は
じ
め
各
町
内
会
の
各
分
野

の
か
た
が
た
延
べ

二
百
六
十
四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
対

話
を
通
し
て
町
民
の
生
の
声
を
町
政
運
営
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
ま
た
、
町
の
重
要
施
策
を
ご

理

解
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で

、
教
育
、

住
民
福
祉
、
生
活
環
境
螯
備
、
産
業
振
興
な
ど
の
幅
広
い
分
野

に
わ
た
り

、
建
設
的
な
提
言
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
ま

し
た
。

町
政
懇
談
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
日
頃
、
考
え
、
思

’。
て
い
る
町
政

に
対
す
る
提
一
ば
、
地
城
に
お
け
ろ
身

近
か
な
問
幽
や
要
甲
な
ど
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
ま
た
。
町
が
進
め
て

い
る
重
点
事
業
の
内
容
、
方
針
な
ど

を
説
明
し
、
対
話
を
通
し
て
町
政
に

参
加
を
い
た
だ
き
今
後
の
町
政
執
行

に
生
か
そ
う
と
す
る
ら
の
で
、
べ
’
川

で

第

。
。川
の

開
催

と
な

。
て

お
り
ま

す

懇
談
会

に
は
町
永

町

姐
は
じ

め
、

地

。儿
町

議
会
議

い

。
助
役

、
収

人
役
、

教

育

長
、
芥

課

長
か
出

庶
…し
ま

し

た

▲大棧地区町内会町政懇跂会

重
点
事
業
の
進
捗
状
況

町
長
報
告
要
旨

二
十
一
世
を
担
う

人
材
青
成

◇
教
育
施
設
の
整
備
充
実

○
組（
口
立
人
陸
小
学
皎
皎
舍
改
条

跌
枋

コ

ン
ク

リ
ー
ト

ニ
階

世

延
味
面

積
約

．
．１

．自
傴
な

ヅ

峨

巾
ｔ

費
約
h
d

し
ｒ

万

円

Ｃ
勝
川
幼
稚
園
の
改
穣

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
。哇

延
味
面
佃
約
瓦
’ヘ
ト
平
方
卜

総
事
業
費
約

。
他
二
1‐
万
円

Ｏ
県
北
巾
学
校
校
庭
改
修
整
備

０
森
・江

野
小
学

校
校
舎
等

改
築

平
成
一
‐１
年

度
基
本

、
実
施

設

計

福
祉
と
健
康
の
町
づ
く
り
．

◇
閥
見
町
爿
会
福
祉
協
議
会
の
組
織

強
化
充
尖

○
平
成
二
年
四
月
二
日
法
人
化

吟
門
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

職
八
体
制
の
充
尖

会
Ｕ
絶
数
　
匸
．
ぺ

匸
一
会
員

◇
健
康
づ
く
り
事
業
。
各
唾
検
診
事

ｔ

の
尖
施
に
加
え
、
ね
た
き
り
老

人
を
対
象
と
す
る
在
宅
老
人
等
訪

問
医
療
事
業
を
新
般
し
高
齢
者
健

康
管
理
体
制
の
強
化
充
実

活
力
の
あ
る
快
適
な

住
み
よ
い
町
づ
く
り
事
業

◇

パ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
叱
業
振
興

農
道
、
林
道
整
備
乍
業

農
業
振
興
会
議
、
商
工
振
興
会

議
の
設
置

県
営
私
案
を
導
人
し
、
中
山
原

樹
園
地
整
備
事
案
．
観
月
台
溜

池
農
袰
水
利
施
設
町
度
利
川
事

業
に
よ
り
从
盤
充
実
を
推
逃

◇
生
活
環
境
整
備
叩
変

Ｃ
町

道

む
き
し

附
坂
改
良

乍
業

に
・
付

替
町

適
新

設
事
業

Ｃ
滝

山
地
内

住

宅
団
地

雛
伽

事
業

川

発
而
積
一
．
万
四
千

渺
万

‥
い

四
十
八
区
画
造
成

平
成
三
年
春
完
成

○
工
業
団
地
造
成
と
企
業
誘
致

小
坂
．
山
崎
工
業
団
地
の
造

成
・
・
ぺ
万
五
千
平
方
Ｕ

大
岩
機
器
工
業
所
外
立
地
予

定

○
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
楽

｛
仮
称
．
観
月
台
公
園
文
化

セ
ン
タ
ー
｝
建
設
事
業
の
推

進総
事
業
賢
二
十

．
億
八
千
万

円平
成
二
年
度
基
本
、
尖
施
殴

叶
、
平
成
二
年
贋
～
四
年
度

雛
続
事
業

国
見
町
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン

と
し
て
観
川
台
水
利
整
備
事

業
と

．
体
的
に
整
備
推
進

Ａ貝田・光明寺町内会町政懇談会



健闘 ぐにみ″

町村の部第15位

～ふくしま駅伝～

午
前
八
時
五
分
、
号
砲
を
合
図
に

七
十
七
人
の
選
手
か
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
。
コ

ー
ス
の
沿
道
に
詰
め
掛
け
た

多
く
の
人
の
声
援
を
受
け
、
ゴ
ー
ル

の
福
鳥
県
庁
を
目
指
し
、
熱
走
。
冨

永
町
長
も
早
朝
、
白
河
市
に
駆
け
着

け
遇
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
を
狙
っ
て
出
場
し

た
国

見
町
チ

ー
ム
は
、
八
巻
忠
義
監
督
を

中
心
に
、
毎
日
の
個
人
練
習
を
は
じ

め
、
合
同
練
習
や
二
回
の
合
宿
な
ど

齦

し

い
ト

レ
ー
ニ

ン
グ
を

重
ね
、

持

ち

前
の
チ

ー
ム
ワ

ー
ク
の

良
さ
と

若

さ

と

ね
ぱ
り

強
さ
を

フ
ル

に
発
揮

し
、

町

村
の

部
で

第
十
五

位
、

総
ぺ
日
で

も

第

ニ
ト

ニ
位

と
健
闘

し
ま

し
た
．

レ

ー
又
は

、
令一
選
手
か
耕

い

‘
ば

い
が
ん

ば
り

タ
ス
キ

を
つ

な
ぎ
、

特

に
二
区

の
佐
藤

温
史

選
手

は
妹
の
什

藤

真
紀

子
選

手
か

ら
タ
ス

キ
を
受

け

る
と
二

十
人
抜

き
を
演

じ

、
ま

た
、

じ
区
の

松
浦
孝

紀

選
手
か
Ｋ

閥
十

円

位

、

八
区
の

松
浦
裕
冊

選

手
か
＋

咒

位

、
ト

ー
区

の
佐
久

間
光

雄
選

手
は

十
位

と
力
走

し
ま

し
た
、

各
チ

ー
ム

と
も
エ

ー
ス

級
を
そ

ろ
え

た
最
終

区

で

は
、

古

沢
一
．．浄

夫
選

手
が
全
力

を

ふ
り
し

ぽ

っ
て

ゴ
ー
ル
イ

ン
‘
沿

道

を
埋

め
尽
く

し

た
皆
さ
ん

か
ら

、
惜

し
み

な

い
拍

手
か

送
ら

れ
ま
し

た
．

力

の
限

り
走
り
抜

い
た
選
手

の
杵

さ
ん

、
選

手
を
支

え
て
く

れ

た
町
駅

伝
晩
退
部
の
皆
さ
ん
ご
苫
労
さ
ま
で

し
た
。
ま
た
、
ご
声
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
、

本
町
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ冨永町長から高橋重光コーチにユニホームの授与
(鵬団式・１１月１８日)

▲選手の瞥さんの労をねぎらった慰劣会

力
走
し
た
選
手
の
皆
さ
ん

◇

第
１

区
　

鴨
田
　

由
香

選
手

（
縁

ヶ
丘

女
子

商
３
乍

）

◇

第
２

区
　

佐
藤

裏
紀

子
選
手

（

県
北
中

１
年

）

◇

第
３

区
　

佐
藤
　

湟
史

選
手

（
福

励
東

高
２

年
）

◇

第
４

区
　

村
上
　

俊

弘
選
手

｛
人

令

電
寮

｝

◇

第
５

区
　

中

野
　

雜

夫
選
手

｛

大
岩

槻
器

｝

◇

第
６

区
　

関
根
　

英
樹

選
手

｛
福

鳥

丁
商

３
年
｝

◇

第
ア

区
　

松
浦
　

孝
紀

選
手

（
福
島
北

高
２

年
）

◇

第
８

区
　

松
浦

裕
貴

選
手

（

県
北

中
３
年

）

◇

第
９

区
　

瀬
戸
　

正

人
選
手

（

県
北
中

３
年

）

◇

第
1
0
区

佐
藤
　

息
選

手

（
県

北
巾

１
年

）

◇

第
Ｈ

区
　

佐
久
間

光
雄

選
手

（
国

見

電
子

）

◇

第
1
2
区
　

高
檎

豊

光
選
手

（

九

鮮

）

◇

第
1
3
区
　

福

鳥
　

史
裕

選
手

（
人

岩
機

器
ｒ

楽

所

）

◇

第
1
4
区
　

吉

沢
三
津
夫

選
手

（
大

岩
機

器
丁
業

所
）

表

彰
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

十
川

二
十

五
日

、
福
鳥
市

市
民
会

節
で

。
農

林
統
計

情
報
楽

務
協

力

者

に
対
す

る
農
林

水
産

大
臣
感

謝

状
伝

違
式

が
行

わ
れ

、
多
年

に
わ

た

り
統
計
業

務

に
尽
力

さ
れ

た
鴨

川

安
蔵
さ

ん

（
内

谷
西

）
と
、

松

浦
新

一
さ

ん

（
大
木
戸

）
に
感

謝

状

が
伝
達

さ
れ

ま
し

た
。

十

一
月
二

日

。

い
わ
き

市
市
民
会

館
で

開
催

さ

れ
た

『
第
十
九

回
県

保
健

衛
生

総
合

大
会
一

で
。
多

年

に
わ
た

り
町

保
髄
委

員
と
し
て

地

域

公
衆
衛

生
事

業

に
貢

献
さ

れ

た

佐
藤

義
雄

さ

ん
（
前

田
）
と

、
献

血

の
重

要
性

を
深
く

理
解
し

五
十

川

以
上

の
献
血

に
協

力
さ
れ

た
朽

木

好
秋

さ
ん

（
宮
町

北
）

に
感
謝

状

か
附
呈

さ

れ
ま
し

た
。

三

十
四回

以
ｋ

の
献
血

協
力
者

に
贈

ら
れ
る

日
本
赤

十
字

社
の
銀

色
有

功

覃

が
、
上

田
和

雄
さ
ん

（
藤

田

小

教
諭

）
に

冨
永

町
長
か

ら
伝
達

さ
れ
ま

し

た
。

五
十

回
以
上

の
献
血

協
力
者

に
贈

ら
れ

る
日
本

赤
十

字
社
の

金
色
有

功
章

が
、
松

洲
光

男
さ
ん

（
大

木

戸
）

に
贈
呈

さ

れ
ま
し

た
。

＋
1
 ‐
1月

十
四

日
、
福

励
市
市

民
会

館
で
開
か
れ
た
福
鳥
地
区
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
総
会
の
席
上
、
多

年
に
わ
た
り
納
税
貯
蓄
場
合
の
普

及
育
成
に
功
積
の
あ
っ
た
佐
藤
喜

久
雄
さ
ん
（
北
部
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

十

一
月
二
十
一
日
。
伊
達
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
保
原
保
健

所
地
区
衛
生
大
会
の
席
上
、
次
の

か
た
が
た
か
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

衛
生
組
織
功
労
者
　
（
敬
称
略
）

今
野
松
之
助
（
板
橋
）

松
田
　
伝
治
（
貝
田
）

献
血
功
労
者

国
見
タ
イ
ツ
株
式
会
社

鈴
木

贋
茂
（
山
崎
沢
田
）

十

一
月
二
十
八
日
、
福
島
県
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
『
第
四
十

回
福
鳥
県
統
計
大
会
』
で
、
畏
年

に
わ
た
り
、
統
計
の
伸
展
に
尽
力

さ
れ
た
次
の
か
た
が
た
か
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
　
　

（
敬
称
略
）

・
福
鳥
県
知
事
表
彰

佐
藤

充
作
｛
第
七
｝

蓬
田

正
敏
（
第
九
）

・
福
島
県
統
計
協
会
長
表
彰

佐
藤

拓
三
（
宮
町
北
）

佐
久
間
唯
重
（
第
二
）

古
田
　

進
（
山
崎
小
舘
）

岡
崎

長
平
｛
大
町
南
｝

大
内

勝
美
（
大
町
北
）

高
木
　
万
作
｛
石
母
田
北
｝

菅
野
　

正
（
内
谷
東
）

占
田

貞
男
（
役
場
）



平成３年度

就学予定者

裏
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
に
制
服
、

教
科
書
、
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
。
新
一
年

生
に
と
っ
て
、
小
学
校
に
入
学
す
る

時
は
何
も
か
も
か
新
し
く
、
希
望
に

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
ま
た
。
新
入
学
児
童
の
い
る

ご
家
庭
で
は
、
入
学
準
備
で
何
か
と

忙
し
く
な
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

来
春
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
の

は
、
昭
和
五
卜
九
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
、
百
十
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

新
入
学
児
童
が
楽
し
い
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
応
援
し

て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

健
康
に
十
分
注
意
し
て
。
人
学
式

に
は
、
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
元
気
な
顏

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

記
載
も
れ
や
誤
字
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
事
務
岡
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

－

国
見
町
教
育
委
員
会

一
6
2
1
1
1

内
線
２
１
２

有
線
4
1
7
1

（
順

不
同

・
敬
称
略

）

・

小
坂
小
学
校
1
4
名
（
男
９
・
女
５
）

安

藤

和

希

隰
　
田
　
　

壌

中

野

俊

之

鴨

田

直

樹

横

山

翔

太

後

藤

悠

子

安
孫
子

山

香

朽

木

孝

貎

佐

藤

寛

生

蓬

田
　
　

拓

仲

野

草

太

佐

藤

直

災

菅

野

千

裕

槓

山

陽

菜

・

藤
田
小
半
校
4
4
名
（
男
2
2・
女
2
2）

松
　
田

丈

史

八

鳥

敏

和

武

ｍ

正
　
人

大

槻

雄

皀

八

杏

克

博

松

浦

μ

生

羽

艇

雄

介

実

沢

拓

故

緑

上

和

幸

岡

崎

祐

太

新

井
　
一
　
平

鴨

田

麻

衣

後

藤

麻

災

佐

藤

美

里

佐

藤

未

来

佐

藤

香

邨

佐

藤

智
恵
笂

付

上

さ

え

和

泉

喜
災
１

安
係
子
　
　

恵

佐

藤

喬

織

占

田

憲

治

鈴

木
　
　

能

高

橋
　
　

乍

佐

藤
　
　

隆

々

鳥

敕

史

菊

地

裕

介

比

企

竜

也

徳

江

良

彦

大

塚

裕

司

斎

藤

晃
　
一

商

橋

康

裕

占

川

有
希
忠

後

藤

里

美

作″

川

和

忠

武

川

和
歌
子

藤

川

恵

実

木

村

和
佳
子

佐

ａ

悠

希

礦

本

麻

弘

仲

田

亜
欠
子

後

藤

英

笑

岡

田

ら
は
る

武
　
田

久
笑
子

・

森
江
野
小
学
校
2
1

名
（
男
ｕ
・
女
呻
）

寺

鳥

太

士

宍
　
戸

和

見

武

田
　
　

殿

佐

野

祐

樹

國

丼
　
　

継

佐

藤
　
‐‐
　
城

巾

川

蚊

子

佐

藤

未
余
子

佐

野

友

笑

佐
久
間

朴

香

人

内

笂

香

阿

部

眞

人

佐
久
間
　
　

均

八

巻

国

宏

佐
久
間

疑

弘

菊

地

千

広

引

地

災
由
紀

佐
久
問

織

絵

武

田

奈

々

菊

地

瓦

奈

商

橋

裕

笑

・

大
木
戸
小
学
校
1
9

名
（
男
Ｈ
・
女
８
）

菊

池

宏

之

松

浦

啓

太

武
　
Ⅲ

光

司

渡

邊

裕

昭

松

浦

慶

叫

鈴

木

鵬

太

佐

藤

森
由
子

人

柵

知
　
胝

松

浦

沖
　
子

波

部

由
柁
子

商

鳴

杣

也

松

浦

正

隆

佐

野

広

典

荒
　
川

輿

司

笠

松

幸

治

遠

蘓

山
災
子

圖

Ⅲ

姫
人
一
．．

商

橘

な
お
み

商

鳴

千

春

４
大
枝
小
学
校
1
2
名
（
男
５
・
女
７
）

佐

藤

紀

史

鈴

木

拝

嗣

佐
久
間

公

改

桜

澤

啓

子

鈴

木

智
恵
笂

亀

圖

不

明

鈴

木

正

人

鈴

木
　
　

悟

齊

藤

愛

笑

佐

藤

真

理

鈴

木

明
日
香

鈴

木

恋
利
佳

各
課
紹
介
　
８

下

水
道
課

『
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る
町

づ
く
り
』
を
め
ざ
す
国
見
町
に
お
い

て
、
下
水
道
課
は
現
在
、
職
員
三
名

と
臨
時
職
員
一
名
で
美
し
い
自
然
を

守
り
、
快
適
な
生
活
環
境
を
創
る
た

め
の
下
水
道
整
伽
事
業
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

下
水
道
整
備
事
業
は
、
福
鳥
県
が

進
め
る
阿
武
隈
川
上
流
流
城
下
水
道

（
県
北
処
理
区
）
の
関
連
公
共
下
水

道
と
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
度
お
お

よ
そ
二
十
年
後
を
目
標
に
そ
の
基
本

計
画
を
策
定
、
昭
和
六
十
三
年
度
か

ら
工
事
に
着
手
し
本
年
慶
で
三
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

本
年
度
の
工
事
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
藤
田
の
商
店
街
を
中
心
に
約

六
百
メ
ー
ト
ル
の
下
水
道
管
の
布
設

工
事
か
行
わ
れ
て
お
り
。
交
通
や
家

の
出
入
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
面
で

ご

迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
。
下
水
道
踝
に
お
い
て
は
、

冷
化
セ
ン
タ
ー
（
柊
末
処
理
場
）
周

辺
地
城
の
環
境
等
整
備
の
た
め
、
施

設
の
建
設
や
町
道
な
ど
の
整
備
を
す

る
浄
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
対
策
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
周
辺
対
策
事
業
は
、
県
事
業

と
し
て
事
業
費
総
額
十
一
億
四
千
万

円
を
平
成
五
年
度
ま
で
に
実
施
す
る

計
画
と
な
っ
て

お
り
ま
す
か
こ
れ
ま

で
に
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー
（
森
江

野
町
民
会
館
、
森
江
野
体
育
館
、
森

江
野
町
民
プ
ー
ル
な
ど
）
建
般
と
町

道
の
改
良
・
舗
装
な
ど
、
平
成
元
年

度
末
で
総
額
約
五
徳
八
千
三
百
万
円

の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
徳
江
地
内
の
町
道
改

良
工
事
や
防
犯
灯
設
置
工
事
が
実
施

さ
れ
、
現
在
徳
江
の
甜
ケ
崎
檎
の
架

け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

職 員 紹 介

下水道課長(Ｓ内線2  )

須田善治

下水遭係(Ｓ内線261)

阿部 正・遠藤喜正
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山崎山砦群

菊　池　利　雄

富
城
県
と
の
県
境
を
な
す
長
嶺
よ

り
、
石
毋
田
と
内
谷
の
旧
村
界
に
沿

っ
て
南
に
延
び
る
尾
根
飭
に
、
一
段

低

い
鞍
部
状
の
地
形
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
よ
り
東
方
向
に
下
り
る
谷
線
は
、

旧
石
母
田
と
山
崎
村
と
の
境
界
を
な

し
、
こ
こ
を
裏
側
の
内
谷
へ
通
じ
る

小
径
か

通
じ

て
お

り
、
峠

は
内

谷
越

と
呼

ば
れ
て

い
る
．

内

谷

越

か
ら
の
尾

根
は

南
西

に
向

き
を
変

え
ヽ

フ

峯

山

４
Ｊ
に
し

・

ニ

ノ
峯

山

僵

じ

』・・
）ヽ

そ

し
て

三
ノ

峯

山｛
僵

包

．
・
を
経

て
ヽ

次

第

に
高

さ
を
減

じ
な

が
ら
、
内

谷

の
岩
下

、

瀧

川
と

行
歩
川

の
合
流

点
付

近

が
山

地

の
西
端

部
を

な
し

て

い
る
・

こ

の

山
地
は

山
崎

山
と
も
呼

ば

れ
、
村

名

は

平
地

に
突
き

出

た
山
地

の
先
端

（
崎
）

を
指
す

意
味
で

．
名

付
け

ら

れ

た
も

の
で
あ

ろ
う
．

砦
群
は

、
一

ノ
峯

山
と
東

北
新
幹

線

の
蔵
王

ト
ン

ネ
ル
入

口
の

北
に

位

置

し
．
こ

の
嶺

線
上
の

最
高

峯
を

な

す
ニ
ノ

峯

山
に
あ

る
．

一
ノ
峯

山

の

砦

は
最
高
所

よ

り
北
東

へ
延

び
る
嶺

線
を
、
上
幅
約

】石

、
高
さ
約
一

・
五

日

程
の
二

か
所
を

掘
割
で

断

ち
切
り

、

南
西

方
向

へ
下
り

る
嶺

線
上

に
は
、

小
さ

な
平
場

（
郭

）
が
階

段
状

に
配

置
さ

れ
て

い
る
．
ニ

ノ
峯

山
の

砦
遺

構
は

、
山
頂

か
ら
西

に
下

り

る
嶺

線

上

に

、
一
ノ
峯

山

の
砦

と
同
じ

小
さ

な
平

場
が
、
踏

み
わ

け
道
沿

い
の
自

然

石
を

巧
み

に
利
用

し
た

．
階

郭
式

の
砦
で

あ
る
．

両
砦

と
も

小
規

模
の

も

の
で

．
削
平

の
情

況
も
悪

い
な
ど

恒

久
的

な
施

設
で
は

な
く

、
臨
時

に

築
か

れ
た
感
じ

か
強

い
．

三
ノ
峯

山

に
続
く

西
側
平
担

地

の
二
か

所

に
は

集

石

遺
構
が
あ

り
、
砦

を

築
く
準

備

か

な
さ

れ
た
も

の
で
あ

ろ
う

か
．

こ
の
砦
群
の
裏
側
山
地
は
、
比
較

的
綴
い
傾
斜
面
を
も
つ
幾
筋
か
の
谷

が
分
布
し
。
そ
の
下
方
に
内

谷
沼
が

あ
る
。
南
か
ら
東
側
の
山
麓
に
は
川

前
・
荒
沢
・
水
門
の
集
落
か
分
布
し
、

瀧
川
か
東
流
す
る
と
と
も
に
、
清
水

な
ど
の
湧
水
が
み
ら
れ
る
。

山
崎
山
砦
群
の
東
側
の
山
地
は
、

宮
城
県
越
河
よ
り
当
町
の
貝
田
を
結

ぶ
地
狭
部
の
西
側
。
そ
し
て
こ
の
山

崎
山
か
ら
桑
折
西
山
城
の
東
斜
面
へ

と
連
な
る
、
活
断
層
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
急
廩
地
形
で
、
暈
高
所
の
二

ノ
峯
山
と
そ
の
前
面
に
広
が
る
、
平

地
と
の
比
高
は
杓
百
四
十
Ｕ
を
は
か

る
要
害
の
地
で
あ
る
。

こ
の
砦
群
は
、
い
つ
の
時
代
、
世

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
か
な
ど
、
伝
承

や
記
録
か
残
さ
れ
て
な
く
明
ら
か
で

な

い
が
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
文
泊

五
年
（
一
一
八
九
）
の
奥
州
合
戦
に

際
し
、
藤
原
泰
衡
が
源
頼
朝
の
率
い

る
鎌
倉
軍
を
迎
撃
す
る
た
め
に
築
い

た
、
阿
津
賀
志
楯
、
最
前
衛
拠
点
の

一
つ
と
見
ら
れ
る
。
頼
朝
の
本
営
と

な
っ
た
藤
田
宿
や
渾
宗
山

僵

岾

。
‘

は
、
眼
下
に
見
下
す
こ
と
か
で
き
る

南
東
方
向
杓
一

０－

に
あ
っ
て
、
鎌

倉
軍
の
助
向
は
手
に
取
る
よ
う
に
つ

か
む
こ
と
か
可
能
な
地
で
あ
り
、
監

視
峭
の
機
能
を
持

り
た
砦
群
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

東
こ

｀
傭
斡

喟
認

印
椈

に
っ

い
ｔ

は
、
内
桴

｀
脯
徊
疋
一
氏

｀
’一

軛

｀

ｔ

い
各

駟
．

Ｓ
晁

岬

’
む
呶

吻
衂
支

所
既

を
１

１

卜
怎

も

｀
で

．
皿

」
い
回
一

に
っ

い
ｌ

今
怏
｀
Ｓ
一

と
し
な

い
．

新
し
い
戸

籍
は

正
し
い
字
で

戸
籍
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
す

る
場
合
や
、
相
続
登
記
を
す
る
場
合

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
は
日
本
人
に

つ
い
て
の
身
分
関
係
を
登
録
・
公
証

す
る
公
文
書
と
し
て
重
要
な
も
の
で

す
か
ら
、
正
し
い
文
字
で
記
載
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
。
戸
籍
の
中
に
は
氏
名
か

誤
字
あ
る
い
は
俗
字
で
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

官
公
馨
の
窓

口
な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル
を

生
じ
、
杜
会
生
活
上
、
不
便
を
強
い

ら
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
。
平
成
三
年
一
月
一
日
以

後
は
、
従
来
の
戸
籍
に
誤
字
・
俗
字

で
記
職
さ
れ
て
い
る
氏
名
を
新
し
い

戸
籍
に
記
載
す
る
場
合
に
は
、
正
し

い
字
を
用

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
戸
籍
に
は

正
し
い
字
で
記
載
し
ま
す

１
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・
俗

字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
新

し

い
戸
籍
に
正
し
い
字
で
紀
載
し

ま
す
。

○
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て
新
し

く
戸
籍
を
作
る
場
合

○
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
他
の
戸

籍
へ
入
籍
す
る
場
合

○
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合

２
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記
載

す
る
場
合
に
は
、
届
出
の
時
あ
る

い
は
戸
籍
に
記
職
し
た
後
に
。
そ

の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
俗
字
の
う
ち
、
『
高
』
と
か

『
叫
』

な
ど
、
一
定
の
範
囲
の
字
に
っ

い

て
は
、
従
来
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
。

◇
申
出
に
よ
っ
て
正
し
い
字
に

訂
正
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の

ま
ま
で
は
正
し
い
宇
に
は
直
り
ま
せ

ん
が
、
申
出
に
よ
っ
て
．
い
つ
で
も

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
誤
字
・
俗

字
を
正
し
い
字
に
訂
正
す
る
こ
と
か

で
き
ま
す
．

申
出
に
よ
っ
て
難
し
い
字
体
を
や

さ
し
い
字
体
に
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す戸

籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
か
、

例
え
ば
『
邊
』
と
旧
字
体
で
記
載
さ

れ
て
い
る
た
め
、
ご
不
便
を
感
じ
て

お
ら
れ
る
方
は
、
申
出
に
よ
り
、
そ

の
字
体
に
対
応
す
る
新
字
体
（
通
用

字
体
）
で
あ
る
『
辺
』
に
直
す
（
更

正
す
る
）
こ
と
か
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

国
見
町
役
壌
住
民
福
祉
課
住
民
係

・
’

翦
2
1
1
1

内
線
１
３
１
・



”
家
屋

の
滅

失

届
”

を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
は
、
一
月
一
日
を
賦

課
期
日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
が
、

滅
失
分
に
つ
い
て
は
課
税
対
象
か
ら

除
か
れ
ま
す
．

平
成
二
年
中
に
家
屋
の
取
り
壊
し

を
さ
れ
た
方
は
、
平
成
三
年
一
月
十

日
ま
で
に
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

税
務
課
ま
で
届
出
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
．

た
だ
し
．
町
の
税
務
課
職
員
が
新

増
築
家
屋
評
価
に
伺

り
た
家
屋
に
つ

い
て
は
．
確
認
済
み
で
す
の
で
除
か

れ
ま
す
．

年
賀
状
は

お
早
め
に

～

郵
便
局
か
ら
の
お
噸
い
～

○
年
賀

は

が
き

の

『
ポ
ス
ト

（
郵

便
　

差

出
箱

）
』
へ

の
投
函

は
、

な

る
ぺ
　

く
輪

ゴ
ム
な

ど
で

と
り
ま

と

め
て
　

差

し
出

し
て
く

だ
さ

い
．

ま

た
、

『
県
内

』

『
県
外
』

『
国

見
町
内

』

と
方
面
別
に
区
別
し
て
差
し
出
し

て

い
た
だ
け
る
と
、
大
変
助
か
り

ま
す
。

○
郵
便
番
号
は
、
あ
て
先
と
差
出
人

の
両
方
に
は
っ
き
り
と
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
あ
て
名
に
は

番
地
・
棟
番
号
・
○
○
荘
・
○
○

様
方
な
ど
屑
書
き
も
省
略
し
な
い

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
・

○
真
心
こ
め
た
年
賀
状
は
、
な
る
ぺ

く
十
二
月
二
十
五
口
頃
ま
で
に
お

出
し
く
だ
さ
い
・

年
末
年
始
水
道

修
善
工
事
当
番
表

％

県
北
水
道

％

｝
　

徳
江
電
気
　

酋
ｓ
2
7
2
0

高
野
電
気
　

萱
ｓ
2
7
2
2

徳
江
農
機
　

壼
ｓ
2
0
6
7

M
　
㈲
国
見
建
工
　
一
’

翦
4
5
2
2

％

㈲
後
藤
設
偏
　
一

剪
3
1
0
3

一
a
3
3
2
1

％

半
沢
水
道
工
業
所一

‘
翦
3
1
9
8

％
　

㈲
斎
久
設
備
　

魯
翦
2
3
1
0

％

㈲
国
見
設
備
　
ｓ

剪
4
1
1
7

霏
韵
3
0
6
3

％

国
見
ガ
ス
住
宅
設
備
㈱

・
‘
翦
2
1
3
7

％
　
県
北
水
道

徳
江
電
気
　
ｓ

剪
2
7
2
0

高
野
電
気
　
1
6
2
7
2
2

徳
江
農
機
　
一

翦
2
0
6
7

国
道
沿
線

立
ち
入
り
調
査
に
　
　
　

ご
協
力
を
！

建
設
省
東
北
地
方
建
般
局
福
鳥
工

事
事
務
所
で
は
．
国
道
四
号
線
の
交

通
安
全
施
設
整
備
計
画
作
成
の
た
め
．

国
道
隣
接
地
へ
の
立
入
り
か
必
嬰
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
．

▼
立
入
り
場
所

・
大
字
石
母
田
地
内
～
貝
田
地
内

（
県
北
中
～
貝
田
駅
付
近
）

▼
立
入
り
期
間

平
成
２
年
卩一
月
”
平
成
３
年
１
月
2
0

日

－

問
い
合
わ
せ

福
鳥
工
事
事
筋
所
道
路
管
理
課
交

通
対
策
係

雲
湘
4
3
3
1

内
線
４
３
６

募
集

国
見
町
立
幼
稚
園
児

町
教
育
委
員
会
で
は
、
就
学
一
年

前
の
幼
児
を
対
象
と
し
て
、
平
成
三

年
度
国
見
町
立
幼
稚
園
児
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

入
園
希
望
者
は
、
次
の
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
期
間
及
び
時
間

平
成
３
年
１
月
1
0日
閑
、
1
1日
吻

午
後
１
時
か
ら
４
畤
3
0分
ま
で

▼
申
し
込
み
場
所

藤
田
幼
稚
園
・
森
江
野
幼
稚
園

（
申
し
込
み
用
祇
な
ど
は
各
幼
稚

園
に
あ
り
ま
す
）

▼
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑

（
森
江
野
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
と
同
時
に
制
服
注
文
も

あ
り
ま
す
）

▼
募
集
対
象

昭
和
前
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
6
1
　

年
４
月
１
日
ま
で
生
ま
れ
た
幼
児

※
群
し
く
は
「
か
い
ら
ん
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

募
集

藤
田
保
育
所
の
入
所
児
童

◇
受
付
期
間
及
び
時
聞

平
成

３
年

１
月
2
4
日
困
？
3
1
日
閑

午
前

８
時
3
0
分
～

午
後
５

時

（
2
6
日
出

、
2
7
日
向
は
除

き
ま

す
）

◇
受
付
鳩
所

国
見
町
役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

◇
対
象
年
齢

Ｉ
歳

以
上

の
未

麓
学
児

（
平

成

３
年
４

月
１
日

現
在

）

◇
募
集
人
数

肺
名

◇
保
育
時
間

午
前
８
時
3
0分
～
午
後
４
時

（
な
お
、
必
要
な
方
に
つ
い
て
は

相
談
の
う
え
、
早
朝
・
夕
方
の
保

膏
も

い
た
し
ま
す
）

◇
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
．
会
社
員
な
ど
の
給
与
所
得

者
の
場
合
は
、
平
成
２
年
分
の
源

泉
徴
収
粟
．

■
問
い
合
わ
せ

・
住
民
福
祉
課
福
祉
係

酋
6
2
1
1
1
内
線
１
３
４

・
藤
田
保
育
所

Ｓ
６
2
3
7
4

地域でささえあう

明るいお正月
平 成 ２年12 月 １日 ～12 月31 日

社会櫑 祉
法　 人

国見町社会福祉協議会

国 見 町 民 生 委 員 協 議 会
国 見 町 共 同 募 金 会

お

し

ら

せ

歳末たすけあい運動



募
集国

見
町
奨
学
生

｀

当
町
で
は
、
欹
山
田
長
一
氏
が
町

出
身
者
の
育
英
、
奨
学
の
た
め
に
寄

付
さ
れ
た
財
産
な
ど
を
も
と
に
。
奨

学
資
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
の
要
領
で
平
成
三
年
度
の
奨
学

生
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
希
望
の
方

は
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
修
学
資
金

○
募
集
人
員

若
干
名

○
貸
与
金
額

高
校
　
一
万
円
以
内

高
専
　
一
万
五
千
円
以
内

大
学
　
二
万
円
以
内

◇
入
学
支
度
資
金

○
募
集
人
員

若
千
名

○
貸
与
金
額

高
校

十
五
万
円
以
内

高
専
　
十
五
万
円
以
内

大
学

二
十
五
万
円
以
内

◇
申
し
込
み
期
間

平
成
３
年
１
月
７
日
～
１
月
2
3日

◇
申
し
込
み
先

国
見
町
教
育
委
員
会

な
お
．
国
・
県
及
び
他
団
体
か
ら

同
種
の
奨
学
資
金
の
貸
与
、
ま
た
は

給
与
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
か
前
提

と
な
り
ま
す
．

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

（
雲
6
2
1
1
1

内
線
２
１
２
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

年
末
年
始
の
犯
罪
防
止

慌
た
だ
し
い
時
期
の

心

の

ス

キ
に

ご
川

心

年
末
年
始
は
、
空
き
巣
ね
ら
い
や

ス
リ
の

”稼
ぎ
ど
き
”
で
す
。

特
に
、
一
年
の
締
め
く
く
り
で
あ

る
十
二
月
は
、
正
月
準
備
な
ど
で
慌

た
だ
し
い
時
期
で
す
。
家
を
空
け
る

こ
と
も
、
お
金
を
持
ち
歩
く
こ
と
も

多
く
な
っ
て
き
ま
す
・

そ
ん
な
気
ぜ

わ
し
さ
の
ち
よ
・

と
し
た
心
の
ス
キ

を
。
ド
ロ
ポ
ー
は
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
防
犯
に
気
を
配
り
、

明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

１月10日はno

番の日

安
心
を

支
え
る
あ
な
た
の

一
一
〇
番

一
一
〇
番
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

警
察
を
結
ぷ
き
ず
な
で
あ
り
．
事
件
・

事
故
な
ど
を
早
期
解
決
す
る
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
と
し
て
．
大
き
く
役
立
り
て

い
ま
す
．

町
民
の
皆
さ
ん
．
交
通
事
故
、
不

審
車
両
．
け
ん
か
．
酔
払
い
、
暴
力

事
件
、
不
審
な
人
な
ど
を
見
た
ら
、

聞
い
た
ら
、
す
ぐ
に
一
一
〇
番
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
．

皆
さ
ん
か
一
一
〇
番
通
報
さ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
『
す
ば
や
く
．

親
切
に
、
秘
密
を
守
る
』
を
モ
ッ
ト

ー
に
処
理
（
解
決
）
に
あ
た
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
す
ぐ
一
一

〇
番
し
て
く
だ
さ
い
．

一
一
〇
譽
通
報
に
必
要
な
内
容

・
佰
‥
が
赳
き
た
の
か

け
ん
か
や
交
通
事
故
、
強
盗
な
ど

・
時
間
と
場
所
を
正
確
に

・
犯
人
の
手
か
か
り
を

人
相
、
人
数
．
服
装
、
特
徴
な
ど

・
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号

桑
折
警
察
署

今
月
の
納
税

十
二
月
は
、
町
県
民
税
・
国
民
健

康
保
険
税
（
第
四
期
）
の
納
税
の
月

で
す
．

お
忘
れ
な
く
、
納
期
内
（
十
二
月

二
十
五
目
）
ま
で
に
納
入
し
ま
し
ょ

戸籍 の窓口
(11月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保護者　　町内会

龍 二(り●うし)高草木勇一 貝　 田

久美子(く み こ)谷沖 俊男 貝　 田

仁 美(ひ と み)菅野 芳永 大 町 北

絵美子(え み こ)宍戸 仁志 第　 七

大 悟(だ い ご)佐久間 隆 本　 町

結婚おめでとうございます

氏　　 名

佐久間 公 一

瞞 内 美智代

町内会

第　 一

川 俣 町

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会

石 川 喜代夫　　65　　 第　 四

武 田　ミ　ョ　　78　　 大 町 北

佐 藤 恒 助　　74　　 貝　 田

徳 江 喜 一　　85　　 第　 九

吉 田 英 夫　　65　　 山崎小諳

菅 野 由笑子　　38　　 内 谷 東

八 巻 き　み　　69　　 駅　 前

人口と世帯

12 月１日瑾在(前月比)11月中の弓ご舎

人

’

口

5.7 人(   ー4 )

女6  53 人（士Ｏ）

･ 計 11. 人(   ー4 )

隲 帯数2,960 戸（＋1 ）

転 入　７人

転 出　９人

出 生　５人

死 亡　７人

12月　師走（しわす）

22日（土）冬 至

日 ( 日 ) 天皇誕生日

24日（月）クIJスマス・イプ

日 (金）官庁仕事納め

爼 日（月）Ｊ 越し ー －･I●

１月　睦月（むつき）

１曰 く火）元 旦

４日（金）官庁仕事始め

７日（月）七 草

ll  日 (金）鏡開き

15日（火）成人

謡 』

一一 － 一一 一

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 童 （稟飆人口からお入り下さい）

時 間 ： ９時 ～12 畤

こまったことや、相談ごとがゐり ましたら、

お気軽にご相破下さい。 秘密は絶対に守ります。

( 相談員:

12月 日 (火〉後藤　 一・谷津 智恵

１月14  日 (月）高橋藤右工門・山内聡子

※１月５日は休ませていただきます．

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国見町 公 民館

08 5 ｰ 2 6 7 6

4  1 5 6

第
2
0回

国
見
町
文
化
祭

よ
り
一
層
の
充
実
へ

向
け
て

秋
の
祭
典

第
二
十
回
国
見
町
文
化
祭
は
、
町

文
化
団
体
連
絡
協
雄
会
（
秦
三
郎
会

長
）
か
主
催
、
町
と
町
教
育
委
貝
会

の
後
援
で
、
十

】
月
三
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
、
町
公
民
館
と
町
民
体
育

館
を
会
場
に
闘
僚
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
三
日
か
ら
四
日
に
か
け
て

の
総
合
展
示
会
で
は
、
日
頃
か
ら
研

鑽
を
積
ん
で
き
た
町
文
化
団
体
会
貝

や
幼
稚
園
児
・
小
中
学
生
の
書
画
。

刻
字
．
和
紙
人
形
、
菊
花
な
ど
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
人

た
ち
を
感
嘆
き
せ
ま
し

た
．

ま
た
、
同
時
に
催
さ
れ
た
公
開
無

線
女
信
、
将
棋
大
会
、
折
り
染
紙
ノ

ー
ト
づ
く
り
し
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ

い
で
し
た
．

十
一
日
と
十
八
日
（
午
前
）
は
、

芸
能
団
体
の
発
表
会
が
行
わ
れ
．
舞

踊
、
民
謡
、
詩
吟
、
箏
の
発
表
に
詰

め
か
け
た
聴
衆
は
、
盛
大
な
拍
手
を

送
・
て
い
ま
し
た
。

十
八
日
の
午
後
の
音
楽
発
表
会
で

は
、
清
楚
な
女
声
コ
ー
ラ
ス
、
純
朴

な
音
色
の
リ
コ
ー
ダ
ー
、
稚
や
か
な
中

に
現
代
的
な
面
自
昧
を
加
え
た
箏
、
そ

し
て
力
強
さ
と
若
々
し
さ
を
感
じ
さ

せ
た
県
北
中
学
校
吠
奏
楽
師
の
演
奏

か
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
『
手
の
ひ
ら

を
太
陽
に
』
を
出
演
者
と
聴
衆
一
締

に
歌
い
閉
会
し
ま
し
た
。

今
年
の
文
化
祭
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ｆ
１
は
。
二
十

四
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
、
チ
ャ
チ
ャ
チ

ャ
な
ど
の
リ
ズ
ム
に
の
り
、
愛
好
者

た
ち
は
、
軽
快
な
ス
テ
ｙ
ブ
を
披
露

し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
文
化
祭
は
。
こ
の
華
や
か

な
杜
交
ダ
ン
又
を
も
『
て
罧
を
閉
じ

ま
し
た
。

さ
て
、
生
涯
学
窖
の
大
切
さ
か
声

高
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
。

個
々
人
の
文
化
活
動
も
さ
か
ん
に
な

り
、
町
の
文
化
祭
も
年
々
充
実
し
て

き
て

い
ま
す
。

文
化
祭
へ
よ
り
多
く
の
方
々
の
参

加
を
お
願
い
し
、
加
え
て
こ
れ
か
当

町
の
文
化
の
醸
成
に
つ
な
が
っ
て
ゆ

く
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
生
涯

学
習
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
、
あ
な
た
も
町
文
化
団
体

の
会
員
と
し
て
文
化
祭
に
参
加
し
て

は
い
か
か
で
す
か
。

▲総合展示会

▲見事な演毒を披露（芸能発表会）

４日頃の練爾の成業を発揮（脅楽発喪会）

行
事
案
内

コ

ー
ナ
ー

○
町
民
学
校

◇
絵
画
教
室
（
初
心
者
向
）

・
内
容
　
油
彩
画
を
中
心
に

水
彩
両
・
日
本
画
な
ど

・
と
き
　
一
月
丿
九
日
？
二
月

二
十
三
日
の
毎
週
水
曜

日
．
午
後
一
時
～
円
時

・
定
員
　

二
十
名

・
講
師
　

町
社
会
教
育
指
導
員

加
藤
拙
生
先
生

◇
ヨ
ー
ガ
教
室

・
内
容

簡
瞋
な
体
位
法
、
呼

吸
法
、
暝
想
な
ど

・
と
き
　
一
月
十
六
日
？
二
月

二
十
日
の
毎
週
水
曜
日

午
後
じ
畤
～
九
時

・
定
員
　

十
五
名

・
講
師

保
原
町
公
民
館
講
師

斎
藤
和
子
先
生

※
両
教
竃
共
通

・
対
象
　
町
民
及
び
町
在
勤
者

・
経
費
　
絵
画
教
室
は
材
料
費

等
実
費
負
担

・
申
込
み
　
一
月
十
日
ま
で

○
阿
津
賀
志
学
級

◇
寿
祝
い
新
年
会

・

と
き
　

一
月

二
十
一一
。日

（
水

）

午

前

十
時
よ

り

・

そ
の
他

く
わ

し
く

は
、
方

部
役
員

を
と

お
し
て

お
知

ら
せ
し
ま

す

。

○
軽
子
ス
キ
ー
教
室

・
と
き
　
一
月
二
十
七
日
（
日
）

・
と
こ
ろ
　
塩
沢
ス
キ
ー
場

・
対
象
　
小
学
校
四
年
以
上
の
児

童
生
徒
と
そ
の
親

・
定
員

観
子
七
十
名

・
会
費
　
一
人
て

五
〇
〇
円

・
申
込
み
　
一
月
二
十
三
日
ま
で

年
末
年
始

休
館
の
お
知
ら
せ

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月
三
日

ま
で
、
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
体
育

館
。
動
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
・
森
江

野
町
民
セ
ン
タ
ー
の
各
施
設
は
、
休

館
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
十
二
月
二
十
八
日
は
清
掃
、

一
月
四
日
は
施
設
の
点
検
整
仰
の
た

め
。
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



就
任
の
あ
い
さ
つ

社
会
教
育
指
導
員
　
加
藤
拙
生

こ
の
た
び
、
十
月
十
五
日
付
を
も

っ
て
社
会
教
育
指
導
員
を
命
じ
ら
れ

ま
し
た
。

高
校
美
術
教
師
と
し
て
永
年
動
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
浅
学
非
才
を
願

ず
、
社
会
教
育
を
と
お
し
て
、
少
し

で
も
地
域
の
皆
様
に
ご
恩
返
し
が
で

き
れ
ぱ
と
思
い
お
引
受
け
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
お
も
に
『
家
庭
教

育
』
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
二
十
一
世
紀
の
国
見
町
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
手
助
け

に
な
る
よ
う
精
一
杯
勉
強
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
代
の
混
乱
し
た
世
の

な
か
で
、
教
育
の
問
題
・
、
と
く
に
家

庭
教
育
の
重
要
さ
は
学
校
教
育
の
現

場
で
も
、
つ
よ
く
望
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
視
点

に
立

り
て
皆
様
の
ご
指
導
を
賜
わ
り

な
が
ら
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し

上
げ
ま
す
。

成
人
学
級

「

俳
句

」

に
つ

い
て

学
ぶ

成
人
学
級
で
は
十
二
月
１
日
、
県

文
学
賞
俳
句
部
門
奨
励
賞
受
賞
の
野

木
与
情
先
生
か
ら
。
俳
句
の
心
と
句

作
の
イ
ロ
（

に
つ
い
学
び
ま
し
た
。

俳
句
は
日
常
の
詩
で
あ
り
、
わ
た

し
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
感

動
を
大
切
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

こ
と
や
。
俳
句
の
形
式
、
季
語
の
あ

れ
こ
れ
な
ど
初
歩
的
な
こ
と
に
つ
い

て
、
実
際
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

上
手
下
手
は
と
も
か
く
。
今
後
、

俳
句
を
た
し
な
む
幸
せ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の

で
す
。

「
賢
い
消
費
者
」
に
な
ろ
う

阿
津
賀
志
・
中
央
婦
人
学
級

十
一
月
十
六
日
、
阿
津
賀
志
学
級
・

中
央
婦
人
学
級
の
合
同
学
習
会
で
、

県
消
賢
生
活
セ
ン
タ
ー
五
十
島
善
彦

所
長
よ
り
、
最
近
、
特
に
社
会
間
韜

に
な
っ
て
い
る
『
防
問
販
売
等
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
』
に
つ
い
て
、

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

映
画
や
貴
重
な
資
料
を
も
と
に
、

悉
質
商
法
の
手
口
の
い
ろ
い
ろ
に
つ

い
て
詳
し
く
脱
明
が
あ
り
、
た
い
へ

ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
か
、
お
互
い

に
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し

た
い
も
の
で
す
．

優
勝

源
宗
山
チ
ー
ム

～

国
見
町
一

周

駅
伝
競
走
大
会
ｊ

第
十
円
回
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大

会
は
十
一
月
十
‐．
日
、
一
般
の
部
十

一
チ
ー
ム
、
中
学
の
部
四
チ
ー
ム
か

参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

午
前
卜
時
．
号
砲
と
と
も
に

］
斉

に
役
場
加
を
ス
タ
ー
ト
、
収
穫
の
終

わ
っ
た
町
内
一
周

十
区
間
、
二
十
三
・

五

、．
の
コ
ー
ス
を
各
チ
ー
ム
か
健
脚

を
竸
い
合
い
ま
し
た
．

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
沿
道
に
詰
め

掛
け
た
大
勢
の
か
た
か
た
の
声
援
を

受
け
な
か
ら
、
精

い
っ
ぱ
い
の
力
を

出
し
き
り
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し

た
．成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
．

◇
一
般
の
部

優

勝
　

源

宗

山

チ

ー

ム

一

時

間

二
（
‥‥
）
分

五

三

秒

（

人

会

新

）

碓

優

勝
　

大

木

戸

Ａ

チ

ー

ム

一

時

間

二

三

分

三

八

秒

（

大

会

新

）

第

二

位
　

小

坂

チ

ー

ム

一

時

川

二

六

分

二

九

秒

○
区
間
賞

第
１
区

松
浦
　
裕
良

第
２
区

吉
田

菊
江

″
　

大
波
恵
美
子

第
３
区

加
并
　
丈
治

第
４
区

斎
藤
　
慎
治

第
５
区

松
浦
　
孝
紀

第
６
区

斎
藤
　
洋
二

第
７
区

佐
藤

鋭
司

第
８
区
　
関
根
　
英
樹

第
９
区
　
佐
藤
　

忠

第
1
0区

志
村

清
司

◇
中
学
の
部

優

勝
　

藤
田
1
.
1
チ
ー
ム

一
時
間
二
三
分
○
三
秒

準
優
勝
　

森
江
野
お
チ
ー
ム

一
時
間
二
七
分
Ξ
Ξ
秒

第
已
位
　

大
木
戸
チ
ー
ム

一
時
間
二
八
分
三
七
秒

○
区
間
賞

第
１
区

佐
藤
　

宏

第
２
区

佐
藤
真
紀
子

第
３
区

佐
藤
　

滋

第
４
区

松
田

博
之

第
５
区

瀬
戸
　
正
人

第
６
区
　
野
村

康
宏

第
７
区

花
井

慎
也

第
８
区

片
平

芳
明

第
９
区

斎
藤
　
藏
樹

第
1
0区

佐
藤

敦
史

健
闘
！
県
北
中
が
準
優
勝

～

郡
一
周

駅
伝
競
走
大
会
～

第
九
回
郡

】
周
駅
伝
競
走
大
会
は

十
二
月
二
日
、
一
般
の
部
十
ニ
チ

ー

ム
、
中
学
の
部
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
。

飯
野
町
役
場
前
を
午
前
九
時
に
ス
タ

ー
ト
し
、
郡
内
一
周
十
二
区
間
。
五

十
六
・
一

。口
の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
竸

い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
の
部

第
三
位

国
見
町

◇
中
学
の
部

準
優
勝
　
県
北
中
学
校

▲役鳩前を一斉にスタート



お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

鴨
田
惣
太
郎
さ
ん
1
0
3
歳

国
見
町
最
畏
寿
の
鴨
田
惣
太
郎
さ

ん
（
内
谷
字
西
脇
3
3）
は
十
一
月
二

十
日
、
一
〇
二
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
冨
永
武
夫
町
長
が
花

束
や
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
贈
り
、

長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

惣
太
郎
さ
ん
は
、
竹
男
さ
ん
。
夕

キ
ノ
さ
ん
夫
婦
と
元
気
に
暮
ら
し
て

お
り
、
写
真
撮
影
に
し
に
こ
や
か
に

応
じ
て

い
ま
し
た
。

交
通
事
故
撲
滅
を
誓
う

～
桑
折
町
・
国
見
町
’

交
通
安
全
町
民
大
会

～

罕
成
二
年
度
桑
折
町
・
岡
見
町
交

通
安
全
町
民
大
会
か
十
二
月
八
日
。

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
桑
折
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
。
両
町
の
交

通
安
令
推
進
団
体
の
関
係
者
を
は
じ

め
。
大
勢
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
参
加

し
ま
し
た
。

大
会
長
の
安
細
隆
濆
桑
折
町
長
が

『
交
通
安
全
の
取
要
性
を
認
識
し
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
絶
減
し
て
、
哢

故
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
式
辞
を
述
べ
、
大
会
剛

会
艮
の
冨
永
武
夫
国
見
町
長
、
闃
唄

英
敏
桑
折
警
察
署
艮
か
あ
い
さ
つ
し

た
後
、
交
通
安
全
功
劣
青
、
交
通
安

全
優
良
団
体
の
表
彰
に
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
熊
坂
正
一
交
通
安
全
協
会

小
坂
部
会
長
を
は
じ
め
三
人
の
か
た

か
た
か
ら
交
通
事
故
防
止
の
従
言
か

あ
り
、
最
後
に
、
満
場
一
致
で
大
会

竃
紡
を
採
択
し
、
参
加
者
令
員
で
事

故
撲
滅
を
誓

い
ま
し
た
。

席
ｈ
、
当
町
か
ら
は
次
の
か
た
か

た
か
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

（
）
女

通
安

全
功

労
者

阿
部
　
松
夫

鴨
田

武
文

○
交
通
安
全
優
良
団
体
・
事
業
所

国
見
精
機
株
式
会
社

一
足
早
く

も
ち
つ
き
を
楽
し
む

４
Ｌ
二
月
五
日
、
藤
田
保
育
所
の
ｆ

ど
し
た
ち
か

Ｉ
足
早
い
し
ち
っ
き
を

桑
し
み
ま
し
た
。

所
庭
に
準
備
さ
れ
た
千
本
杵
と
う

す
で
、
ｔ
ｎ

が
代
わ
る
代
わ
る
も
ち

っ
き
に
挑
戦
し
ま
し
た
か
思
う
よ
う

に
い
か
ず
、
先
生
の
手
を
借
り
て
よ

う
や
く
っ
き
あ
か
り
、
早
速
、
あ
乂

こ
も
ち
や
き
な
こ
も
ち
に
し
て
全
員

で
楽
し
く
会
食
し
ま
し
た
．

第
二
分
団
第
三
部
に

消

防

車

交

付

第
二
分
団
第
三
部
（
山
崎
地
区
）

に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
か
納
駆
さ
れ

る
に
あ
た
り
十
一
月
二
十
七
日
。
役

場
前
で
女
付
式
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
付
式

に
は
、
阿
部
恒
夫
町
消
防

団
長
を
は
じ
め
、
幹
部
団
員
。
地
元

団
員
の
皆
さ
ん
か
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
消
防
車
は
、
地
元
分
団
か
ら

の
強
い
要
望
も
あ
り
、
国
の
補
助
事

業
で
購
人
し
た
も
の
で
す
。

交
付
式
で
は
。
冨
永
町
艮

が
阿
部

団
長
に
鍵
を
手
渡
し
た
後
。
阿
部
団

長
か

一
今
回
の
交
付
を
契
機
と
し
て
、

よ
り
一
川
町
消
防
団
発
展
の
た
め
頑

張
り
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
町
長
が
「
消
防
の
ま
す
ま

す
の
発
・
展
を
期
待
し
ま
す
」
と
訓
辞

を
述
べ
、
交
付
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

鼓
笛
パ
レ
ー
ド
で

火
災
予
防
を
呼
び
か
け

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
助
初
日
の

十
一
月
九
日
、
森
江
野
小
学
校
で
全

校
児
童
か
参
加
し
て
、
防
火
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

『

二
年
生
は
拍
子
木
を
手
に
法

被
・
鉢
巻
き
姿
、
三
年
生
以
上
は
妓

笛
を
合
奏
し
、
往
復
約
二
、・
の
コ
ー

ス
を
「
火
の
用
心
、
マ

″
チ

ー
本
火

事
の
も
と
」
と
。
地
区
の
皆
さ
ん
に

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

編
集
日
記

○
師
走
に
入
り
、
街
に
は
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
が
流
れ
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ

あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
忙
し
い
日

が
紋
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
健
康
で
良

い
お
正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
Ｘ
Ｋ
）

宛
行
・
ｊ
集

国
兇
町
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▲Ｘ 永町長から花束の贈旦を受ける鴨田豈士郎さん

Ａ交通安全の輦いを新たにした文通安全町民大会

あもちつきを楽しむ藤田保育所の子どもたち

Ａ冨永町長から鍵を受ける阿部消防団長

▲「火の用心」を呼び掛ける森江野小児童

わ
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